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地域のシンボルとなるホテルを目指し、 

高山グリーンホテルと提携！  
 

京王電鉄株式会社（本社：東京都多摩市、社長：紅村 康）は、中央道を中心とするイ

ンバウンド戦略の推進と地域との連携強化を目的として、将来的な資本提携を前提に、株

式会社高山グリーンホテル（本社：岐阜県高山市、社長：新谷 政晴）およびその株主と、

４月２８日（金）に提携基本契約を締結しました。 

 

 詳細は下記の通りです。 

記 

１．背景・目的 

 当社では、成長に向けた施策として、昨年、訪日外国人をはじめ多くの観光客に中部地

方の魅力を伝えるための観光案内所を新宿に開業するとともに、新宿から高山などを経由

し金沢・富山へ至るルートを三つ星日本アルプスラインと名付け、バス乗車券を販売する

など、中央道を中心としたインバウンド戦略を推進しています。 

 当社グループは、１９９８年から高速バス路線「飛騨高山線」を運行しており、高山市

と当社グループとの関係は深く、また、高山市は、近年国内外からの観光客・宿泊客が増

加しており、成長が期待できるマーケットです。 

 その高山市で４０年以上の営業実績を有する高山グリーンホテルは、高山市内の中心的

ホテルとしてブランド力が強く、地域との関係性も深い老舗ホテルです。 

 当社および高山グリーンホテルのそれぞれが持つノウハウやネットワークを活用するこ

とで、当社が進めるインバウンド戦略に弾みをつけることができるとともに、高山グリー

ンホテルの営業力・収益力の向上を図ることができるものと考えています。あわせて、高

山市を中心とした地域の活性化にも貢献できるものと考えています。 

 

２．今後の取り組みについて 

 当社と高山グリーンホテルは、今回の契約締結に先立ち、両社の連携のあり方について

協議を重ねるとともに、高山グリーンホテルの将来に向けた営業戦略等について検討を継

続してきました。 

 今後、より魅力的でかつ地域のシンボルとなるホテルを目指し、将来的な資本提携を前

提にさらに連携を強め、ハード・ソフト両面において、商品力・競争力の向上に向けた取

り組みを進めていきます。 

 具体的には、お客様のニーズに合わせた、客室主体の新たな施設の建設や、レストラン

のリニューアル、地域最大規模の土産物店「物産館」の移設・リニューアル等、既存施設

のリニューアルに連携して取り組んでいきます。また、営業面・運営面での人的な連携も

スタートさせる予定です。 

以 上 
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【参 考】 

 高山グリーンホテルの概要について 

所在地 

岐阜県高山市西之一色町二丁目１８０番地 

（ＪＲ高山駅から徒歩で約５分、送迎バスで約１分） 

（高山インターチェンジから車で約７分） 

敷地面積 約３０，０００㎡ 

延床面積 約３５，８００㎡ 

建物概要 

①本館、②南館、③天領閣別邸 和風本館、④天領閣、⑤物産館 

・客 室 ２０７室 

・レストラン  ７店舗 

・宴 会 場 １３会場 

・土産物店  １ヶ所 

・大 浴 場  ２ヶ所 

開業年 １９７３年 

会社名 株式会社高山グリーンホテル 

代表者 代表取締役 新谷政晴 

資本金 ４９８，０００千円 

設 立 １９７２年７月４日 

Ｈ Ｐ http://www.takayama-gh.com/index.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪高山グリーンホテル 外観≫ 


